
 

現在大東市では JR 野崎駅周辺エリアの価値向上に向けて検討を進

めています。そこで地域の皆さんに集まっていただき「まちづくり・

エリア価値向上」等に対する理解を深めるための勉強会を実施しま

した。 

本号では、第１回勉強会の内容をご報告します。 

▶話題提供『21 世紀の暮らしの幸福論～少数派がまちを変える～』 

参加者の皆さんに、活動を考えていただくにあたり、講師の加藤寛之先生に話題提供していただきました。 

（以下、お話の内容を少しご紹介します） 

１）これまでと、これから｜これまでは、多数派の

意見を反映したまちづくりが重視されてきました

が、急激な人口減少を迎え、「これまで」のやり方か

ら「これから」のやり方への転換が必要です。日本

は成熟社会に入り、物質的豊かさよりも経験を重視

する時代になり、豊かさの多様性を受け入れるよう

になっています。その中で、都市計画やまちづくり

は、多様な暮らしを求める人々に向けて、地域の価

値をどう未来に活かすかが重要です。「これまで」の

考えを逆転させた発想が、今を楽しく生きる答えを

見つける鍵になるかもしれません。 

２）少数派がまちを変える｜衰退するまちは、多数

派に見放されていますが、少数派の存在に注目すべ

きです。少数派は地域を愛し、その価値を未来に生

かすことができる人々であり、現状を嘆くのではな

く、未来にワクワクしながら地域を楽しんでいます。

都市計画やまちづくりは、現状を起点とせず、未来

のゴールに向けて進むことが求められます。多数派

の意見を重視しすぎると行動が遅れ、無駄な資源が

投入されてしまいます。これからは、少数派が共感

を得ながら段階的に広げていく手法が主流となり、

資源を効率的に使うためには、明確な戦略が必要で

す。「誰に」「何を」「どうやって」を決め、少数派に

焦点を当てた取り組みが、多数派の共感を広げる鍵

となります。 

 

 

 

 

３）地域に新しいチャレンジを創出する｜都市計画

やまちづくりでは、少数から始めて試行錯誤を繰り

返し、少しずつ巻き込んでいくプロセスが重要です。

答えがない時代において、いきなり大規模な施策を

行うのではなく、小さな挑戦を積み重ねることが地

域活性化の鍵です。特に縮退する地域では、地域資

源を再評価し、新たな価値を生み出す仕掛けを導入

することが求められます。定期マーケットの開催は

その一例で、地域の魅力を発信し、参加者に小さな

リスクを取らせることで、地域の期待値を高め、投

資家や企業家の関心を引き、少しずつ変化を促す手

法です。 

４）ご近所を素敵に変えよう｜地域商業を支援する

ことを通じて地域の価値を高め、住民と商店が相互

に関わり合い、持続可能な地域経済を築くことを目

指す取り組みの一つに「バイローカルムーブメント」

があります。重要なのは、単に商品を購入すること

ではなく、地域の商店を積極的に利用することを通

じて、地域社会を支える意識を育てることです。 

加藤 寛之 さん 

都市計画家 

大阪を拠点にエリアリノベーショ

ンを推進しながら、Buy local ム

ーブメントや多彩な事業運営を通

じて日本各地で持続可能な地域づ

くりを実施 
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〈日時〉2024 年 12 月 5 日（木） 

18：30～20：30 

〈場所〉parallelvillage 

〈参加者〉27 名 

 

（うらへ続く） 

 

 

※バイローカルムーブメント：地域消費活動 



 

▶トークセッション 

話題提供を踏まえ、参加者の皆さんから講師に向け

て、講演に対する質問やまちづくりに関して普段気

になっていること・お悩み等、自由なテーマで投げか

け、意見交換を行っていただきました。 

 

 

 

 

＜みなさんの意見交換の内容を一部ご紹介します！＞ 

＜その他意見・質問＞ 

 

〈発行〉大東市 都市政策課  〈問い合わせ〉TEL 072-870-0483  E ﾒｰﾙ juto@city.daito.lg.jp 

地元に対してどのようにイベントを発信しているのですか？ 

SNS や広報を通じて情報を発信しています。 

道路占有などの規制がある中でどのようにイベントを実施するのが良いですか？ 

歩行者空間など占有許可が不要な場所から始めるのが良いと思います。 

野崎観音のトレイルランを生かして、スポーツの町として

大会を実施すれば人が集まるのではないでしょうか？ 

手段に限らず野崎のまちのファンを増やすことが重要です。

多様で複雑な事業を生み出すことが求められます。 

 

。 

少数派を阻むような意見や行

動に対して、どのように立ち

向かえば良いのでしょうか？ 

ボール遊びができる公園や、

通学路として安全を感じら

れる道を整備してほしいで

す。 

古民家を店舗として活用する

発想はどこから来たのでしょ

うか？地元の人や学生たちと

の関わりが影響したのでしょ

うか？ 

 

▶次回以降のご案内 

 勉強会は下記の日程で開催します。「２回目からでも参加してみたい」という方のご参加も歓迎です。

また、まわりで JR 野崎駅周辺のことについてご関心をお持ちの方がおられたらぜひお誘いください。

いずれも、大東市都市政策課までお問い合わせください。 

■第２回：2025 年 1 月 24 日（金）18:30～20:30 

〈場所〉parallelvillage 

〈講師〉SPACESPACE 岸上さん 

■第 2 回講師プロフィール： 
SPACESPACE 岸上 純子 さん 

大学院修了後に一級建築士事務所を共同主宰。 
大正 2 年築の長屋を購入し、阪急中津駅近くの
「中津商店街」を拠点に建築設計や地域活性化
活動を展開。リノベーションやイベント主催を
通じて地域の魅力向上に貢献。 

■第３回：2025 年 2 月 5 日（水）18:30～20:30 

〈場所〉parallelvillage 

〈講師〉株式会社電通 安達さん 


